
宮崎県立看護大学 看護研究・研修センター地域貢献等研究推進事業

研修会は5月から10月まで行われます。医療施設で感染管理を担う看護職34名が受講。初日は講義を中心に行いました。

第１報

・以前に学んだことでも、年数がたつと基本的なことを忘れて現場に臨んでいた。基本を振り返り今後の指導に役立てていきたい。
・コロナ禍ではすごく大変だったけれど、これからは色々な感染症と向き合いながら病院で対策を続けていかなければならない。 など
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修了証書

10月5～6月 7～9月

所属施設
での実践

最終報告書

11月

実践発表会

※ 本年度の応募は終了しています。
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講義・演習

本プログラムは、計５回（５日）で実施します。所属施設での実践や指導に活かせる構成となっています。初回は、
感染管理の推進に必要な基礎知識の習得を目指した講義（感染症の動向と対策-Covid19パンデミック‐、医
療機関で感染を起こしやすい微生物、標準予防策、接触感染予防策、洗浄・消毒・滅菌）でした。次回はPPE着
脱演習などを行います。

感染管理の専門知識及び技術を修得し、感染対策チームのリーダーとして多職種と連携し、
所属施設の感染管理に貢献できる人材育成、および今後も新たに発生し得る新興感染症
対策支援を目的に研修会を開催しました。
本研修会は、平成２５年度から開始しています。今年で９回目となります。
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